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視
点
・
論
点
②

辺
野
古
の
闘
い
に
熱
い
支
援
を
！	

木
村
雅
夫

　
「
グ
ァ
ム
は
ず
っ
と
他
国
に
支
配
さ
れ
て
き
て
い
る
。
マ
ゼ
ラ
ン
が
胡
椒
を
求
め
て

一
五
二
一
年
に
到
達
し
て
以
来
ス
ペ
イ
ン
に
、
米
西
戦
争
後
は
ア
メ
リ
カ
に
、
太
平
洋

戦
争
中
は
日
本
に
、そ
の
後
は
現
在
ま
で
ア
メ
リ
カ
に
」（
Ｇ
８
を
問
う
集
会
で
の
グ
ァ

ム
に
住
む
チ
ャ
モ
ロ
民
族
フ
ァ
ナ
イ
・
カ
ス
ト
ロ
さ
ん
の
話
）。
沖
縄
も
植
民
地
じ
ゃ

な
い
か
、
日
本
も
ず
っ
と
ア
メ
リ
カ
に
支
配
さ
れ
て
き
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。
そ
う

言
え
ば
、沖
縄
返
還
時
の
核
密
約
や
西
山
記
者
が
暴
い
た
財
政
負
担
密
約
の
み
な
ら
ず
、

砂
川
裁
判
に
お
け
る
米
大
使
と
最
高
裁
長
官
と
の
密
談
（
一
九
五
九
年
）、
佐
藤
元
首

相
の
核
先
制
不
使
用
打
診
（
ノ
ー
ベ
ル
平
和
賞
演
説
一
九
七
四
年
）
に
米
国
務
長
官
拒

絶
、
法
務
省
の
米
兵
事
件
「
裁
判
権
放
棄
」
通
達
（
一
九
五
三
年
）
な
ど
、
こ
の
数
カ

月
間
で
明
ら
か
に
な
っ
た
事
実
も
、
太
平
洋
戦
争
後
日
本
が
ず
っ
と
ア
メ
リ
カ
に
支
配

さ
れ
て
き
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

　

米
国
は
、
一
万
二
〇
〇
〇
人
の
米
兵
を
死
な
せ
て
分
捕
っ
た
沖
縄
を
、
い
つ
ま
で
も

支
配
・
使
用
し
続
け
よ
う
と
す
る
の
か
。
米
軍
再
編
で
は
、
自
衛
隊
が
米
軍
支
配
に
隷

属
す
る
日
米
軍
事
一
体
化
と
米
軍
基
地
の
恒
久
化
が
進
め
ら
れ
よ
う
と
し
て
い
る
。
岩

国
市
も
座
間
市
も
基
地
負
担
を
受
け
入
れ
「
再
編
交
付
金
」
の
支
給
を
受
け
よ
う
と
し

て
い
る
今
、
沖
縄
県
名
護
市
辺
野
古
へ
の
新
基
地
建
設
阻
止
が
、
米
軍
再
編
を
阻
止
す

る
た
め
の
最
大
の
要
の
様
相
を
呈
し
て
き
た
。

　

そ
れ
で
も
辺
野
古
基
地
建
設
阻
止
闘
争
は
負
け
な
い
。
沖
縄
県
民
は
米
軍
再
編
の
口

実
で
あ
っ
た
「
沖
縄
の
負
担
軽
減
」
が
全
く
の
ウ
ソ
で
あ
る
こ
と
に
気
付
い
て
い
る
。

こ
の
八
月
一
三
日
で
米
軍
ヘ
リ
沖
国
大
墜
落
事
故
か
ら
四
年
に
な
る
が
、「
世
界
一
危

険
な
」
普
天
間
基
地
が
Ｓ
Ａ
Ｃ
Ｏ
合
意
か
ら
一
一
年
以
上
経
過
し
て
も
騒
音
を
吐
き
出

し
て
使
わ
れ
続
け
て
い
る
。
米
原
潜
の
放
射
能
漏
れ
と
外
務
省
の
発
表
遅
れ
の
発
覚
も

県
民
の
怒
り
を
増
し
て
い
る
。
原
潜
寄
港
自
治
体
で
あ
る
う
る
ま
市
で
抗
議
決
議
が
出

さ
れ
、
県
議
会
米
軍
基
地
関
係
特
別
委
員
会
や
県
市
長
会
で
も
抗
議
決
議
が
協
議
さ
れ

て
い
る
（
八
月
一
四
日
現
在
）。
普
天
間
の
辺
野
古
移
設
に
は
今
も
六
〇
％
近
く
の
県

民
が
反
対
し
て
お
り
、
六
月
の
県
議
選
で
過
半
数
以
上
を
獲
得
し
た
野
党
が
七
月
一
八

日
に
「
名
護
市
辺
野
古
沿
岸
域
へ
の
新
基
地
建
設
に
反
対
す
る
意
見
書
・
決
議
」
を
県

議
会
で
採
択
し
、日
本
政
府
に
突
き
付
け
た
。
同
日
に
三
か
月
ぶ
り
で
再
開
さ
れ
た「
普

天
間
飛
行
場
の
移
設
に
係
る
措
置
に
関
す
る
協
議
会
」
で
二
つ
の
ワ
ー
キ
ン
グ
チ
ー
ム

を
作
る
こ
と
が
合
意
さ
れ
た
が
、
シ
ー
フ
ァ
ー
駐
日
米
大
使
が
八
月
一
二
日
に
新
防
衛

相
に
対
し
て
「
米
軍
再
編
は
非
常
に
困
難
な
交
渉
に
な
る
と
思
う
が
（
日
米
で
）
ま
と

め
た
も
の
を
勢
い
を
維
持
し
て
進
め
て
い
き
た
い
」
と
話
す
ほ
ど
、
米
日
政
府
か
ら
見

て
辺
野
古
新
基
地
建
設
の
道
の
り
は
長
く
厳
し
い
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
で
、
辺
野
古
現
地
で
は
、
毎
日
熾
烈
な
闘
い
を
強
い
ら
れ
て

い
る
。
座
り
込
み
は
一
五
八
〇
日
を
超
え
、
海
で
は
海
上
保
安
庁
の
い
や
が
ら
せ
（
臨

検
）を
受
け
な
が
ら
も
、不
当
な
環
境
ア
セ
ス
メ
ン
ト
調
査
の
阻
止
・
監
視
行
動
を
続
け
、

水
中
で
は
調
査
業
者
（
イ
デ
ア
（
株
））
の
作
業
員
に
よ
る
命
に
か
か
わ
る
危
険
な
暴

力
行
為
に
耐
え
な
が
ら
、
闘
い
が
続
け
ら
れ
て
い
る
。「
辺
野
古
へ
の
基
地
建
設
を
許

さ
な
い
実
行
委
員
会
」（
一
坪
・
関
東
ブ
ロ
ッ
ク
、
反
安
保
実
ほ
か
三
七
団
体
）
で
は
、

七
月
か
ら
辺
野
古
現
地
へ
の
人
の
派
遣
を
開
始
し
た
。
七
月
か
ら
既
に3

人
が
現
地
に

派
遣
さ
れ
、
陸
上
・
海
上
の
現
地
闘
争
に
参
加
す
る
と
と
と
も
に
、
現
地
状
況
を
東
京

に
知
ら
せ
て
く
れ
て
い
る
。

　

同
封
の
チ
ラ
シ
を
ご
覧
願
い
ま
す
。
引
き
続
き
辺
野
古
の
闘
い
に
理
解
を
示
し
て
い

た
だ
く
と
と
も
に
、
現
地
に
行
け
る
人
は
駆
け
つ
け
て
く
だ
さ
い
、
難
し
い
方
は
派
遣

カ
ン
パ
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
「
米
軍
が
地
域
か
ら
望
ま
れ
て
い
な
い
場
所
に
米
兵
を
送
り
た
く
な
い
」
と
い
う
ラ

ム
ズ
フ
ェ
ル
ド
の
言
葉
に
期
待
を
込
め
、
辺
野
古
へ
の
新
基
地
建
設
を
止
め
、
米
軍
再

編
を
白
紙
に
戻
し
、
日
米
軍
事
同
盟
（
日
米
安
保
）
の
破
棄
に
繋
げ
て
行
こ
う
。

（
き
む
ら
・
ま
さ
お
／
反
安
保
実
）




